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１．本報告会の目的
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１．本報告会の目的

⚫ まだまだ運転に自信がある方々にとって、公共交通の重要
性は理解しつつも「自分事」として考えづらい

⚫ しかし、免許返納するタイミングは確実に迫っている
⚫ なので、今時点から運転が出来なくなった時の事を想像し
て「自分事」として考え行動することが必要

基山町の公共交通に関する理解・関心を深め
「自分事」として捉えていただく

今回の取り組みや本報告会を通じて・・・
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地方都市における公共交通を取り巻く現状

事故リスク
の増大

外出機会
の低下

医療費の拡大
・

中心市街地の
衰退

高齢化の
進展

マイカー
依存

負の
スパイラル

公共交通
の消滅

利便性の
低い

公共交通

他の行政
サービスの

低下

収益減少
採算性
の悪化

公共交通
利用者の
減少

１．本報告会の目的

人々の生活において、移動は車に依存している実態があり、公共交通を利用する方は
多くない状況です。物価高や人件費の高騰に反して料金収入が少ないことから、自治体
は公共交通のコスト縮減を図る必要があります。結果としてサービス水準を下げることで
利便性が低下し、車依存が加速するなど負のスパイラルが発生します。
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今後必要となる公共交通事業の方向性

事故リスク
の低下

外出機会
の向上

健康増進
⇒医療費縮減

中心市街地の
活性化

高齢化の
進展

マイカー
依存からの

脱却

正の
スパイラル

利便性が
高い

公共交通

採算性
の向上

公共交通
利用者の
増加

利用を促すしかけ
広報活動・説明会・
インセンティブ（割引等）

地域の移動特性に
応じた新たなモビリティ

車が運転できなくても
健康で豊かな生活

１．本報告会の目的



２．基山町の現状
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開発団地を中心に少子高齢化が進行し、概ね10年後がピーク
同時に免許返納の適齢期を迎える方々が全体の2割弱に達し、移動弱者の増加が懸念

2．基山町の現状

今後10年で急増する免許返納世代

10年後の免許返納の適齢期（82±5歳）人口は
全体の約18%（現在の約2倍）に及ぶ

基山町の
免許返納
平均年齢

82歳

居
住
人
口

年齢

年齢別居住人口（令和7年3月末現在）

10年後に

82歳
（現在72歳）

現在の適齢期
（82±5歳）は
約10%



23.7% 2.0% 45.3% 20.1% 5.0%

0.6%
0.8% 2.5%

基山駅前のスーパー・商店 その他駅周辺の商店

町内のスーパー・ドラッグストア 近隣市の大型商業施設

コンビニエンスストア スーパー等の宅配サービス

インターネット等による通販 その他

4.3%

3.6%

0.2% 1.4%

87.0% 2.2%

0.5% 0.7%

徒歩 自転車 コミュニティバス 電車 自家用車 バイク タクシー その他

日常的な買い物移動は町内店舗利用が多いが、ほとんどが自家用車を利用
高齢化の進行に伴う移動弱者（＝運転免許返納者）の増加が懸念
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約7割が町内店舗を利用

約９割が自家用車を使用

平日の主な買い物先

買い物に行く際の主な移動手段

N=314

N=449

町内のスーパー・ドラッグストア基山駅前の
スーパー・商店

自家用車

2．基山町の現状

自家用車依存が多く、将来的に移動弱者が増加
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• コミュニティバスは町内を網羅的に運行するも、2台で運行しているため運行頻度は
概ね１時間に１本程度と利便性が低い

けやき台駅

基山駅

基山PA

2．基山町の現状

町内で運行されているコミュニティバス
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※「地域のくらしを創るサスティナブルな交通の実現に向けて（国土交通省）」の資料を基に加工

JR久留米駅
JR博多駅
西鉄天神駅
福岡空港

JR基山駅
高速基山PA

コミュニティバス

2．基山町の現状

町内で運行されているコミュニティバス

「幹の交通」や「枝の交通」の利便性は高い一方、「葉の交通」は利便性が低い
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• コミュニティバスの利用者は年々増加傾向ではあるものの、1日3人未満の低利用バス停
が全体の約7割

• 免許返納者に優しい料金設定である一方で、運賃収入は運行経費の１割に満たず、約8
割は町の財源補填で補っており、1人当たり約837円/年の負担

1日平均
約126人

＜コミュニティバス利用者数の推移＞

4 箇所

2 箇所
14 箇所 20 箇所 24 箇所 2 

10人以上 7人～10人未満 3人～7人未満 1人～3人未満 1人未満 0人

＜バス停別の利用者数＞

バス停の7割が1日3人未満

2．基山町の現状

町内で運行されているコミュニティバス

運賃収入は
運行費用の

1割未満

＜コミュニティバスの費用内訳（令和6年度）＞

出典：基山町提供データ

運行費用総額：1,907万円/年

町民1人当たり
年間約837円の負担
(R5年度：860円）



３．これまでの取り組み
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令和5年度 共創モデル実証プロジェクト（国土交通省）

⚫ コミュニティバスの利用が比較的多い地区（第10区、第13
区）を対象とし、デマンド交通を運行

⚫ 既存タクシー２台で月曜日～金曜日の 8：00から17：00ま
で運行

⚫ 乗降ポイントはコミュニティバスのバス停に加え、町内の病
院・商業施設等を追加

⚫ 高齢者の利用促進のため、各地区のサロン等で事業説明を
実施

令和3年度 地域新MaaS創出推進事業（経済産業省）

⚫ 機能の異なるモビリティ（デマンド交通、けやき台通りシャ
トルバス、通勤・通学シャトルバス）を実証運行した。

⚫ けやき台地区がデマンド実証実験の対象

これまでの取り組み

３．これまでの取り組み

令和６年度 デマンド交通実証事業

⚫ 基山町全域を対象にデマンド交通を運行
⚫ 会員登録は不要、予約を必須として電話やWEBで受付
⚫ 未就学児、身体障がい者の方は無料
⚫ 小学生は半額（150円）、免許返納者は100円引き、ドリ
ンクチケットなどのサービスを実施
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令和6年度までの実証運行を通じて以下の9つのことがわかりました。

３．これまでの取り組み

①高齢者を中心に一定の利用需要が見込まれる

②車以外では外出しづらい地域にお住まいの方々に特に求められている

③目的施設が同じであり「乗合」になりやすい移動特性である

④料金は概ね妥当でしたが料金体系には工夫の余地がある

⑤デマンドタクシーは将来的にも価値あるサービスである

⑥運行の効率化に向けてもっと利用を促す必要がある

⑦利用を促すには様々なサービス改善も必要である

⑧広報が不十分であった一方で一定の潜在需要が見込まれる

⑨デマンドタクシーに利便性を感じない方や懸念を抱く方も多い
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令和6年度までの実証運行の成果を踏まえ、令和7年度の課題を以下のとおり
整理しました。

①再度の実証運行による需要の見極め
⚫ 令和6年度の実証運行では、広報活動が不十分だったこともあり、実証運行そのものを知らな
い方等も多く、潜在的な需要も見込まれることが判りました。

⚫ 令和7年度も実証運行を継続し、デマンドタクシーの利用需要や必要性の見極めを行います。

②伝わりやすく理解しやすい広報活動
⚫ デマンドタクシーの利用方法やルール、タクシーやコミュニティバスとの違い等が十分に伝わっ
ておらず、利用の弊害にもなっていることが判りました。

⚫ 具体的なサービス内容を含めて理解して頂けるように、積極的・効果的な広報活動を行います。

③乗合率アップのための工夫
⚫ 令和6年度の実証運行を通じて、乗合率が低い一方で、乗降場所は集中しており乗合率を高め
るポテンシャルは確認することができました。

⚫ そこで、乗合に対するインセンティブ設計（割引等）や目的施設や地域での呼びかけ等、乗合率
をアップさせるための工夫を検討・実施します。

④各種サービスの改善
⚫ 運行日時の拡大や予約作業の容易化、料金体系や支払いの柔軟化等、サービスの改善を求め
る声が多くありました。

⚫ そこで、コストや人材確保の観点も踏まえながら、様々な意見・要望に対応した改善策について
検討・実施していきます。

３．これまでの取り組み



４．令和7年度の取り組み概要
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令和7年度の実証運行の課題に対して、以下の施策を実施しました。

４．令和7年度の取り組み概要

課題 施策

①再度の実証運行によ
る需要の見極め

• 会員登録により利用者の属性や利用傾向を把握
• 会員カードを全戸配布
• きのくに祭りでのチラシ配布
• 利用促進ポスターを掲示

②伝わりやすく理解し
やすい広報活動

• 各行政区等で実証運行に関する住民説明会を実施
• 憩いの家、コミュニティバスでのターゲットを絞った説明会を実施

③乗合率アップのため
の工夫

• 乗合割引を実施（乗合の場合に運賃を100円割引）

④各種サービスの改善 • 往復予約（複数予約）を可能に
• 運行の15分前まで予約を受付（前年度は30分前）
• 土曜日も運行を実施
• 多様な支払い方法に対応（現金、カード、ＱＲ決済、交通系ＩＣ）
• WEB、ＬＩＮＥ、電話の3種の予約方法を整備
• きのくにカードへのポイントを付与
• 乗り放題カードの販売や乗車無料券の配布

①運行のポイント
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②運行概要

４．令和7年度の取り組み概要

項目 内容 備考

運行期間 令和7年9月16日(火)～11月29日(土) 合計61日間実施

運行日 平日及び土曜日（日・祝は運休） ―

運行時間 8：００～17：30（予約時間は17：15まで） ―

運行範囲 基山町内全域 ―

乗降場所

①コミュニティバス停留所

②町内主要施設の出入口付近

③ご自宅

期間中（10/1～）に、コミュニティバスの停留所が2か所（基
山PA（下り）、グッディやよいがおか基山店を追加となったた
め、デマンド交通でもバス停を設定

利用料金
①都度払い：お1人様・1回乗車で300円

②乗り放題：お1人様・1か月で3,000円

未就学児は無料
乗り放題を利用する場合、乗り放題サービスの申し込みと購
入が必要9月16日(火)より申込開始。

料金割引

①乗合割引（2名以上の予約：100円割引）

②免許返納者・障がい者割引（証明書提示

で100円割引）

③小学生割引（100円割引）

①乗合割引はご予約時に複数名で予約し、乗車された場合に
適応される。また、未就学児（無料）との乗合の場合は割引は
適用不可。
①～③の重複割引不可、最大100円の割引。

予約 電話／Web／基山町公式LINE
電話予約の受付は、平日および土曜日の7:45～17:15のみ。
WebとLINEは、運行期間中は日曜・祝日も予約可能。23時
50分～2時はメンテナンスのため予約不可。

車両 タクシー車両（2台） ―

定員 3名 タクシー1台あたりの定員です。
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③乗降場所（既存バス停＋町内主要施設）

４．令和7年度の取り組み概要
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③乗降場所（既存バス停＋町内主要施設）

４．令和7年度の取り組み概要

昨年度と同様に、既存のバス停に加えて、医療施設やスーパーなどの小売店、公共施設等を追加し
ました。
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④会員登録

４．令和7年度の取り組み概要

• 会員登録は、役場窓口や電話の他、WebやLINEから
受け付けました。

• 会員登録時には、氏名、住所や年齢などの属性を登録
してもらい、利用者の利用状況の分析に活用しました。

• 各行政区での説明会に参加された方に対しては、会員
登録の代行も実施しました。

受付窓口・電話 専用Webサイト 基山町公式LINE

【受付窓口】
基山町定住促進課
（伊藤・丸山）
【受付時間】
8：30 ～ 17:00

https://c.casv.jp/pt/AreaPortal.ht
ml?a=17d2e520-62fb-476b-
a5d5-16df17ab4ade

0942-92-7920

基山町にて会員登録を
代行いたします。

↑会員一人ひとりに番号を設定して情報を管理
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⑤予約方法

４．令和7年度の取り組み概要

• 予約は、基山タクシーへの電話の他、WebやLINEから
受け付けました。

• 往復予約に対応できるように、複数の予約を可能としま
した。

電話 専用Webサイト 基山町公式LINE

予約専用ダイヤル

            

https://toyotaconiq-
ride.jp/rakunoru_kiyama/yoyaku/

会員登録の電話番号とは
異なりますのでご注意く
ださい。

基山タクシーが運行します

会員カードに電話番号や予約サイトのQRコードのを配置↑
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⑥PR・広報活動

４．令和7年度の取り組み概要

実証実験案内チラシ・ポスター のぼり旗（公共施設等） 憩いの家での広報

コミュニティバスでの広報
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⑦事前説明会

４．令和7年度の取り組み概要

• 事前説明会は、各行政区の公民館や町民会館で行いました。
• 説明会に出席された方に対して、申込用紙を用いた会員登録の案内を行いました。
• 出席者には無料乗車券を配布し、乗車体験を促しました。

予約型乗合タクシー

無料乗車券

お客様番号 ： KYM

利用期限：令和7年9月30日

本券のご利用はお1人様1回限りとなります。
「乗車カード」に記載されている「お客様番号」
を以下にご記入の上、降車時に乗務員にお渡
しください。

利用日

/

【会員登録申し込み用紙】

【無料乗車券】
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⑧事後アンケート調査

４．令和7年度の取り組み概要

⚫ 実証運行後には、会員登録いただいた方々を対象に、「デマンド交通」の利用意向
やサービス内容へのご意見・ご要望等についてアンケート調査を行いました。

⚫ 合計391名（会員の約6割強）の方々からご回答を頂きました。ご協力ありがとうご
ざいました。

【回答者属性】

性別 年代

対象者 デマンド交通会員登録者（637人）

回答方法 Webまたは郵送

回答者数 391人

回収率 61.4%

【アンケートの概要】



５．取り組みの成果



今回の実証運行を通じて判った事を以下に整理しました。

５．取り組みの成果

①昨年度と比較して利用者の増加を確認し、利用需要を再確認

②土曜日の運行需要は平日と比較して少ないため、土曜日の運行は要検討

③平日の午前中が最も需要が多く、時間帯に応じた利用形態の可能性も示唆

④利用者が多いバス停での利用促進施策も有効である可能性を示唆

⑤利用者の増加には会員登録者の利用率を増加させることが必要

⑥運行は常時2台運行が望ましい

⑦コミュニティバス利用者のデマンド交通への転換が想定されることから、今後はコミュニ

ティバスとデマンド交通を総合的に考えた公共交通ネットワークの検討が必要

⑧会員登録や予約方法は電話、Web、LINEの3種類の活用が必要

⑨利用を促す取組として、親しい方からの勧誘や住民説明会での誘い、乗車カード

の配布が効果的

⑩乗り放題カード販売は利用率の増加につながっているが、料金設定についての見極め

が必要

⑪乗合率のアップについては、引き続き施策の工夫が必要

⑫無料乗車券については、配布対象の見直しが必要

28
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① 昨年度と比較して利用者の増加を確認し、利用需要を再確認

⚫ R6年度と比較して、R7年度の1日当たりの利用者数は約1.6倍（36.6÷23）に増
加しており、デマンド交通の需要の高さを確認しました。

【R7年度 日別利用者数と累積利用者数】

５．取り組みの成果

R6年度 R7年度

利用者数 1,178人 2,234人

一日当たり利用者数 23人 36.6人

平日利用者数［人］

土曜日利用者数［人］

累計利用者数[人]



33 

21 

35 
32 

23 22 

30 

39 

29 

21 

32 
36 

45 
43 

30 
28 

38 
40 

44 

32 

44 

29 

42 
44 

32 
36 

34 
37 

46 46 

35 35 36 
39 

46 

33 

22 

33 32 
29 

42 

30 
28 

47 

41 

34 

44 

31 

42 

30 

38 

44 

65 

47 

56 

44 

0

500

1000

1500

2000

2500

0

20

40

60

80

100

火

9/16

土

9/20

金

9/26

水

10/1

月

10/6

金

10/10

木

10/16

水

10/22

月

10/27

土

11/1

月

11/10

土

11/15

木

11/20

水

11/26

累
計
利
用
者
数

[
人
]

日
別
利
用
者
数

[
人
]

日別利用者数

[人]

累計利用者数

[人]
利用者総数2,234人一日当たり利用者数：36.6人

30

② 土曜日の運行需要は平日と比較して少ないため、土曜日の運行は要検討

⚫ 土曜日の1日当たりの利用者数は、平日と比較して約83％（=31.3÷37.8）と少な
いため、土曜日の運行の必要性については検討を行います。

【R7年度 日別利用者数と累積利用者数】（再掲）

５．取り組みの成果

全体 平日 土曜日

一日当たり利用者数 36.6人 37.8人 31.3人

平日利用者数［人］

土曜日利用者数［人］

累計利用者数[人]

土曜日平均

平日平均



31

③ 需要は午前中が最も多く、時間帯に応じた利用形態の可能性も示唆

５．取り組みの成果

⚫ 時間帯別のデマンドタクシーの稼働回数は、9時～12時で多く、平均と比較して1時
間に1回程度多い稼働が確認されましたが、その一方で、8時台や１６時以降の稼働
回数については、平均と比較して1回程度少ない傾向が確認できました。

⚫ 稼働回数が少ない時間帯においては、通常のタクシーとデマンドタクシーの併用など
の効率的な運行が効率的であることが想定されます。
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【時間帯別稼働回数】

稼働回数
(全日程）

時間当たり
稼働回数
（1日）

8時～9時 123 2.02

9時～10時 260 4.26

10時～11時 282 4.62

11時～12時 267 4.38

12時～13時 191 3.13

13時～14時 194 3.18

14時～15時 197 3.23

15時～16時 237 3.89

16時～17時 142 2.33

17時～17時半 51 1.67

平均 - 3.27
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⚫ 利用者の多いバス停は、スーパーや病院、公共施設等であり、これらの施設は日常的
に利用する町民が多いことが考えられます。本格運行の導入にあたっては、これらの
施設で効率的に乗合が発生するような施策を検討します。

【バス停別乗車人数】

５．取り組みの成果

基山駅(98人)

サンエー(161人)

マックスバリュ(133人)
やよいがおか鹿毛病院(138人)

基山町役場(64人)

モール商店街（下り）(65人)

基山町民会館(40人)

ドラッグストアコスモス(39人)

ばば整形外科(41人)

なるお内科小児科(38人)

※吹き出し箇所は、乗車数の上位10位を示す。

公共施設

スーパー

病院

その他

④ 利用者が多いバス停での利用促進施策も有効である可能性を示唆
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⑤ 利用者の増加には会員登録者の利用率を増加させることが必要

５．取り組みの成果
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【行政区別の登録者数及び実利用者数】

⚫ R7年度の実証実験では、合計で715名の方に会員登録いただきましたが、実際の
利用者は会員数の約37％である252名に留まりました。

⚫ 7区は需要が低い行政区であることが想定されるため、今後の広報活動においては
利用需要が想定される行政区を抽出し、重点的な広報活動が効果的です。

⚫ また、個人の乗車回数を見ると、実証実験期間中に週1回以上（合計で10回以上）
乗車された方は、実利用者の約27％となっており、利便性の高さを実感して継続的
に利用した方もいたことが想定されます。そのため、会員登録者に一度利用してもら
えるような施策を検討します。

※アンケートの自由意見によると、会員の中には、現在は車の運転が可能であるが、将来的に免許返納をした際に必要であるため
話を聞いたという方もいらっしゃいました。

10回以上利用
27％

【各利用者の利用回数】
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⑥ 運行は常時2台運行が望ましい

⚫ 令和7年度の実証実験は、当初はドライバーの昼休憩時は1台の運行のみとなってい
ましたが、利用者からは昼の時間帯の需要の声がありました。

⚫ 期間の途中で運行体制を見直し3名体制とすることで、常時2台運行が可能となりま
した。結果として、2名体制時と比較して昼休憩時の11時半から13時半の時間当た
りの稼働回数は約1.2倍（=3.9÷3.2）となり、昼休憩時間中の需要により対応する
ことができました。

⚫ 今後の本格運行においても、常時2台運行が望ましいと考えられます。

【11時半～13時半における稼働回数】

５．取り組みの成果

稼働回数 時間当たり稼働回数

2名体制（36日間） 229回 3.2回

3名体制（25日間） 194回 3.9回

※2名体制時は、ドライバーの昼休憩の時間帯時は1台運行、3名体制時は、昼休憩の時間帯でも2台運行を継続



35

⑦ コミュニティバス利用者のデマンド交通への転換が想定されることから、今
後はコミュニティバスとデマンド交通を総合的に考えた公共交通ネットワー
クの検討が必要

⚫ アンケート回答者のうち、約42％の方がコミュニティバスを利用したことがあり、実証
期間中はコミュニティバスからデマンド交通への転換が推測できました。

⚫ 今後は町の公共交通の在り方として、コミュニティバスとデマンド交通の総合的な
ネットワークの構築の見直しなど、効率的な運行体系を検討します。

５．取り組みの成果

【デマンド交通利用者の普段の移動手段】

※それぞれの移動手段として利用しているものを複数回答で選択

N=347
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⑧ 会員登録や予約方法は電話、Web、LINEの3種類の活用が必要

⚫ 会員登録方法は、住民説明会への参加が最も多く、説明会による直接的な対話によ
り登録を促進できる効果を確認しました。

⚫ また、電話、Ｗｅｂ、ＬＩＮＥでそれぞれ約10％の方が会員登録時に利用しており、多様
な登録方法の提供が必要であることを確認しました。

⚫ さらに、WebやLINEでの予約は昨年度と比較して10％増加しており、特に令和7年
度に取り入れたLINEでの予約が有効であることを確認しました。

⚫ 一方で、電話での予約は70％程度と依然として多く、WebやLINEによる予約方法
の促進を図りつつも電話での予約の受け入れる体制を継続します。

５．取り組みの成果

➢ 主な予約方法について（１つ選択）

N=308

➢ 会員登録の方法について（１つ選択）

N=330

【R6年度】

WEB（LINEも含む）
の利用率が約10％
増加
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⑧ 会員登録や予約方法は電話、Web、LINEの3種類の活用が必要

⚫ WebやLINEは約80％の方に「利用しやすかった」とご回答いただきました。一方で、
「利用しにくかった」と回答された方からは以下のご意見をいただきました。

・WebやLINEによる予約は自分ではできない
→（改善の方向性）：予約方法の説明会の実施や、チラシによる説明を強化し
ます。

・予約後の人数変更ができないのが不便
・自動でルートが決定されてしまい、自分自身でルートを決められない

→ （改善の方向性）：乗合制度の都合上、人数変更ができないことを周知しま
す。このような制度上の問題についての周知により、町民の利用ルールに関す
る理解の向上を促し、利用のハードルを下げる取組を行います。

５．取り組みの成果

➢ WebまたはLINEでの予約方法の
利便性について（１つ選択）

N=131
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⑨ 利用を促す取組として、親しい方からの勧誘や住民説明会での誘い、乗車
カードの全戸配布が効果的

⚫ 実証実験の周知の観点では、チラシの全戸配布が最も効果的でした。
⚫ また、利用のきっかけは家族や友人、住民説明会などで町から勧められたことが多く、

利用者の家族や友人に間接的にお願いすることや、対面による直接的な誘いが重要
であることがわかりました。

⚫ さらに、チラシと共に乗車カードを全戸配布したことは、乗車を促す効果があったこと
がわかりました。

５．取り組みの成果

➢ 利用のきっかけになったもの（１つ
選択）

N=381

➢ 乗車カードの配布が乗車のきっか
けになったか（１つ選択）

N=244

➢ 実証実験はどのようにして知ったか
（１つ選択）

N=368
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⑩ 乗り放題カード販売は利用率の増加につながっているが、料金設定につい
ての見極めが必要

⚫ 乗り放題券は、10月と11月合わせて24枚を購入いただきました。乗り放題券購入
者は、平均で1月あたり19.3回程度利用されていました。

⚫ 乗り放題券は1０回より多く乗車するとお得に利用できるという料金設定を行いまし
たが、乗り放題の利用者の約50％が20回以上乗車されたため、料金の設定につい
ては「安すぎず高すぎない」料金の見極めを検討します。

⚫ なお、乗り放題券購入者のうち、アンケートにご回答いただいた8名全員が、乗り放題
券の購入によって利用回数が増加したと回答しており、乗り放題券の効果的な運用
によって、町民のデマンド交通の利用頻度の向上を図ることが期待できます。

５．取り組みの成果
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⑪ 乗合率のアップについては、引き続き施策の工夫が必要

⚫ 乗合は、運行費用が変わらずに収益を増加させることができるため、デマンド交通の
収支の観点から乗合率のアップは重要です。

⚫ 乗合割引が乗り合うきっかけになった人は約20％程度であり、乗合割引の実施によ
り乗合を促す効果を確認しました。一方で、R7年度はR6年度と比較して2人以上の
利用が9％減少しました。

５．取り組みの成果

➢ 乗合割引は乗り合うきかけになったか
（１つ選択）

N=293



104

44
163

138

62

145

50

103

205

21
12

399 15

0%

20%

40%

60%

80%

100%

低頻度（1～10回） 中頻度（11～20回） 高頻度（21回以上）

単身 夫婦のみ 二世帯（親・子） 三世代同居（親・子・孫） その他

41

⑪ 乗合率のアップについては、引き続き施策の工夫が必要

⚫ 利用者の世帯構成別の利用回数（左図）をみると、夫婦のみが97回で最も多く、二
世帯（親・子）が50回で2番目に多い世帯構成でした。また、利用頻度別の世帯構成
でみると、高頻度で利用した人の中で二世帯（親・子）が最も多いことが確認できま
した（右図）。家族間での乗合の促進を図る場合、これらの利用者に対して利用促進
を図ることが効率的であることを確認しました。

⚫ 乗合率のアップのためには、高頻度に利用する方に対してアプローチすることが効率
的であると考えられますが、高頻度利用者に対しては乗り放題券の販売を行っている
ため、ターゲットが重複してしまう状況です。乗合率アップと乗り放題券の共存におい
ては、必要な施策の見極めを行い、効果的な利用環境の検討を行います。

５．取り組みの成果

【世帯構成別の利用回数】 【利用頻度別の世帯構成】
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⑫ 無料乗車券については、配布対象の見直しが必要

⚫ 無料乗車券は、住民説明会で会員登録をされた方に対して配布しました。
⚫ アンケート結果より、無料乗車券が利用のきっかけとなった方は、無料乗車券がなくと

も利用するつもりだった方の約4分の1程度となっており、住民説明会での無料乗車
券の配布効果は低かったと考えられます。これは、住民説明会に参加された方は、当
初より乗車の興味があった方のためであることが想定されます。

⚫ 本格運行にあたっては、デマンド交通を認知していない方や認知していても住民説明
会の参加を躊躇っている方など、潜在的な利用者に対して無料乗車券を配布するこ
とが効果的である可能性があるため、配布対象の見直しを行います。

５．取り組みの成果

➢ 無料乗車券は乗り合うきっかけになったか（１つ選択）

N=134



６．本格運行に向けた検討方針



①ターゲットを絞った広報活動による潜在的ニーズの拾い上げ
⚫ 令和7年度の実証運行では、広報活動の強化もあり、利用者の増加を確認することができまし
た。また、曜日や時間帯によって利用率の傾向を確認することができました。

⚫ 利用者が多い病院やスーパーでは、潜在的なニーズが多いことが想定されるため、これらの施
設での重点的な広報活動など効率的に利用者を増やす施策の検討を行います。

⚫ また、実利用人数は会員登録者数の約37％にとどまったことから、本格導入においては、会員
登録者が利用する施策の検討にも注力します。

②効率的な公共交通体系の見直し
⚫ 令和7年度の実証運行では、常時2台運行により利用者の需要に対応できることが確認されま
した。

⚫ コミュニティバスからのデマンド交通への転換が想定されたため、今後の本格運行に向けては
コミュニティバスとデマンド交通を含めた総合的な公共交通ネットワークを検討し、効率的な運
用を目指すことを検討します。

③運用の効率化に向けた利用促進施策の実施
⚫ 住民説明会や広報誌による情報提供によって認知度を上げる効果は確認できました。
⚫ ＷＥＢやＬＩＮＥによる予約は30％と多く、利便性も高いことが確認できましたが、予約方法は電
話が70％と依然として多いため、WＥＢやＬＩＮＥの予約促進を図りつつも電話を含めた3種類
の併用を想定します。

44

令和7年度の実証運行における利用需要の高まりを踏まえ、本格運行に向け
た検討を進める予定です。以下に本格運行に向けた課題を整理しました。

６．本格運行に向けた検討方針
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④乗合や乗り放題券、無料乗車券など各種サービスも引き続き検討する
⚫ 乗合割引を実施し、乗合割引により乗合を行った方が一定数確認できましたが、単独利用者の
高頻度利用が多く、乗合率は令和6年度と比較して減少しました。

⚫ 高頻度利用者は乗り放題券を購入している方もいるため、乗合を行う必要がなかったことが乗
合率の低下につながったことが想定されます。そのため、乗合割引と乗り放題券の両制度併用
の是非や、両制度の料金体系の見直しなど、まちの財政や町民にとって効果的なサービス設計
を行います。

⚫ 住民説明会等で配布した無料乗車券については、配布による効果は限定的でした。無料乗車
券は、乗車することを想定していない方に対しての配布が有効であることが想定されるため、デ
マンド交通を認知していない方や認知していても住民説明会の参加を躊躇っている方など、潜
在的な利用者に対して無料乗車券を配布するなどの配布対象の見直しを行います。

６．本格運行に向けた検討方針

令和7年度の実証運行における利用需要の高まりを踏まえ、本格運行に向け
た取組を進める予定です。以下に本格運行に向けた課題を整理しました。

令和7年度の実証により、デマンド交通の利用需要を確認できたことから、本格

的な運行に向けて検討を進めていきます。今後も基山町の公共交通ネットワーク

の在り方について、ご意見をいただけますと幸いです。


